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’津浪前の亡父の生家 ）（

父の生家は、 陸前高田市郊外に
あり 、 明治時代から続く 、 囲炉
裏跡も見られた旧家だった。
釘一本使わぬ家屋は、 震度6の

地震に耐えたが、 津浪には無残だ
った。
一面の瓦礫の原に、 平らな礎石

が規則正しく並んでいた。
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（津浪前の高田松原）
陸前高田市の松原海岸は、 およ

そ7万本の松が茂る白砂青松の地で
、 緑陰には金田一京助が揮毫した
石川 啄木の歌碑があった。
津浪を受けながらもたった一本生

き残った松は、 「一本松」 とも 「希
望の松」 とも呼ばれ、 復興陸前高田
のシンボルになった。
背後の建物は被災したユースホス

テル。
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（ 左の写真は、 稲穂の揺れる水
田。 陸前高田市、 小友町）
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田の嵩上げと区画整理
年後にようやく稲が実っ

浸水した水
をし、 被災3
た。
栽培された

ゆめ」 や 「ひ
デパートの食
パーにも並び
「天声人語」

米の銘柄は、 「
とめぽれ」 で、
品売り場や、 大
、 その労苦は朝
に紹介された。
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市は、 高台の用地開発と浸水地
の嵩上げを特殊ベルトコンベア
を使い、 同時進行した。
市街地はさながら工場の構内の

ようだが、海砂の混入や、 ダンプ
の交通渋滞や交通事故、 塵の出な
い工法で、 ダンプで土砂を運ぶよ
り工期を2年短縮し、 昨年（2016年）
9月にコンベアを撤去した。
なお、 東日本大震災の被災地は、

陸前高田市を含め、 復興途上であ
る。 災者住宅の入居が始まったが、
仮設住宅の生活者がまだいらっしや
るのも実情だ。
また、 浸水地で生活していた人

達は、 自分の土地が嵩上げで埋ま
るのを辛く 、複雑な思いで見つめた
。 という話も聞いている。
被災者の方のお心の癒やしと 、

復興の完成をお祈り致します。

（写真は、 市街地に建設された土
砂運搬用ベルトコンベア）
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（津浪を被った様子の説明版）

陸前高田市の北隣にある碁石海
岸 （大船渡市） は、 20～3 0m
の巌が海面よりそびえ、海岸には
碁石のような黒い小石がある、 陸
中海岸国立公園の風光明媚な所だ
が、 ここにも東日本の津浪が襲っ
た。
説明板にあるように、 写真手前

三角形の巖の下の黒くなっている
部分がそれだ。
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